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四無量禅 について

金 亨 俊

は じめ に

四無 量(cattassoappamannayo)と は 慈(mettの ・悲(kar噸)・ 喜(mudita)・ 捨

(upekh蚕)の 四つ の大 い なる心 をい い,梵 天 に至 る道 として四梵 住(cattasobrahma-

vihara)と も呼 ばれ る.一 般 的な解釈 によ ると,慈 無量 とは衆生 に楽を与 える こと

が無量 な こ と,悲 無 量 とは衆生 の苦 しみ を救 い抜 くことが無量 な こと,喜 無量 と

は衆 生に楽が あ るのをね たまない こ とが無量 な こ と,捨 無 量 とは怨親 な どの差別

相 を捨 てて平等 に利 す る ことが無 量 な ことで ある.こ れ はまさに修行 者の持つ べ

き利地 の心構 えを意味す る.と ころが,こ う した四無量 は最初期 か ら禅 定 を得 る

ための手段,い わば業処 として説かれ る ことが多 く,観 相 法 の一種 と して修習 さ

れてい る ことが わか る.こ の場 合,四 無量 は禅 定 の妨 げ になる五蓋 の止滅 を 目標

としてい る.す なわち,単 な る利他心 とい うよ りは,こ ころを外 に向 ける ことに

よって禅 定 に入 るとい う側面 が強調 され るので ある.四 無 量 と禅定 との関連 はす

で に村 上真完氏(「 原始仏教における愛 と慈悲」『宗教研究』205号,昭 和46年)に よっ

て言及 され た ところで あるが,本 考 において は主 に修習 業処 としての四禅 との関

連 お よび,四 無量 自体 の修 習構 造 につ いて考 察 してみ たい.

〈1>禅 の 業 処 と して の 四 無 量

初期 仏教時代 の修 行者 に とつて最大 の関心事 は禅 の達成 にあ り,さ らに解脱 と

は貧 ・瞑 ・痴三毒 が止滅 した状 態を指す とい える.禅 とは この三毒心 の止滅 した

安 らぎの状態 に他 な らない.

比丘たちよ,何 が法の受持にして現在楽であり,未 来楽なる果報であるか.比 丘達 よ,こ

こである一部のものは自ら激しい貧を発せず,彼 はつねに貧から生ずる苦しみや憂いを感

受することがない.自 ら激 しい瞑を発せず,つ ねに瞑から生ずる苦 しみや憂いを感受する

ことがない.自 ら激 しい痴を発せず,つ ねに痴から生ずる苦 しみや憂いを感受することが
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ない.彼 は 〔この心境をもって〕諸欲 より離れ …

(Majjhima-Nikaya. I, pp. 308-309. (45) Culadhammasamadanasuttam)

す なわち,三 毒 の止滅 は初禅 に入 る条件 にな り,こ れ らの止滅 のため に多様 な

禅 定修習法が用 い られ るので ある.

中 部経典 の 『降魔経』 で は修行法 として不浄観や無常観 とともに慈悲喜捨 の四

無 量が勧 め られ る.そ の構造 は,不 浄観 に よって貧 を,無 常観 に よって痴 を,そ

して四無量 に よって順 を止滅 す る ことに よって,は じめて三毒 の止滅 がで きる と

い うこ とにな る.

す なわ ち,四 無量 は単 な る教義で はな く,三 毒 のなかで も瞑 の止滅 を 目的 とし

た観想法 の一つ として禅 定 と密接 に関わってい るこ とが わか る.

四 無量 と禅 の関係 が よ り克明 に現 われ るの は,四 無 量 と四禅 との関係 を説 く『清

浄道論』で あ る.

禅 の区分 よりとは,〔四十業処の うち〕安止に導入する 〔三十業処〕の中,安 般念 と十遍

とは四種禅に属す.身 至念 と十不浄とは初禅に属す.初 の三梵住は三種禅に属す.第 四梵

住 と四無色 とは第四禅 に属す.こ のように禅の区分より 〔業処の決択を知るべ し〕.(vis-

uddhimagga.p.lll)

こ こで み る と,四 無量 が瞑 の止滅 に止 まらず,前 三 梵住 によって は第三禅 まで

到達 し,第 四梵住 に よって第四禅 に至 る とい う.す なわ ち,四 無 量 によっては じ

めて禅定 の最終境地 に至 る とい うことで ある.

一 方
,ス ッタニパ ータの注釈書 であ るパ ラマ ッタジ ョー ティカーで は,ヒ マ ラ

ヤ の麓 で修行 して いた修行 者 らが神 々に よって圧迫 された修行者 に対 して,彼 ら

の神へ の恐怖 心を無 くす ための護 呪 として この経が説 かれた,と その由来 を説 く.

出家修行者 よ.汝 らに適 した座所 は別にない.も とのところに住んで,汝 らは煩悩の滅を

得るがよかろう.行 きなさい,出 家修行者らよ.そ の同じ座所に住めよ.し かし,も し神

らに脅かされないことを願 うならば,こ れを習いなさい。これは汝 らにとって護呪であ

り,業 処(観 想法)で もあろう.(Paramattha-jotika.I,p.235)

恐 怖 心 を無 くす ため に慈無量 が説 かれた とい うこ とは,い ったい何 を意 味す る

のであろ うか.初 期仏教 における一般 的な禅 定 の手段 としては,四 念処 の よ うに,

心 の動 きをじっ と観 察す る方法 を とるが,こ の場 合 はむ しろ こころを自 ら動 かす

のであ る.こ の ことは,修 行 中に起 る恐怖心 は観 察だ けで は制 せ られ ぬ ことを意

味 す るので はなか ろ うか.
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〈2>不 殺 生 と禅

初期 仏教 のなかで も,い わぼガー ター類 の最初期 の資料 で は,四 無量 の うち慈

を修 習 して不動の境地,清 らか な境地 を得 る とい うが(Theragatha.645-650.),こ れ

はまさに慈 による禅 の獲得 に他 な らない.

と くにス ッタニパ ータには四無量 の中で も慈 だ けを説 く 『慈経』(metta-sutta)と

い う経典 が あるが,こ れ は元 々小部 の なかで単独 に説か れてお り,仏 教修行 にお

けるその重要性が窺 われ る.

この ような慈悲 はイ ン ドの不殺 生の精神 にその根源 を もってお り,仏 教 で はよ

り具体 的な修習 として用 い られた とい えよ う.そ の先駆 た る思想 をすで に古 ウパ

ニ シャ ッ ドの中で見 るこ とがで き る.し か もバ ラモ ンの修行徳 目 として,あ るい

は最高 の理想界(梵 界)に 至 らしめ る手段 として説 かれてい る.

我 におけるすべての感官に精神を集中し,聖 処を除いて一切の生き物 に不殺生を修す る

と,生 きている間,梵 界に到達するものは,二 度 と 〔この世に〕戻ピ・ない.二 度 と戻 らな

い.(Chandogya-Upanisad,VIH,15-1)

しか し,仏 教 の慈悲主義 は単 なる不殺 生 を意味 す るので はな く,他 人の心 を害

す るこ とさえ も殺 生 とみてい るよ うで あ る.こ の ことは,自 称 「害 しない者」 と

呼ぶバ ラモ ン とゴータマ ・ブ ッダ との対話 か らもわか る.

そ こで,〔 自称〕害しないもののバーラドヴァジャバラモンが世尊のところに赴いた.近

づいて世尊に挨拶 し,喜 ばしく挨拶の言葉を交わ して,傍 らに坐った.傍 らに坐ったバー

ラドヴァジャバラモンは世尊に向って次のように言った.

"ゴータマよ
,私 は害 しないものです.ゴ ータマよ,私 は害 しないものです."

"名の通 りならそうかも知れない
.し か し,身 体によっても言葉によつても 〔人を〕害 し

ないならば,彼 こそ不害の者である."(SN.V旺.1.5.2-4,vol.I,pp.64-65)

す な わ ち,バ ラモ ン達が高 踏的 ・形式 的不 殺生 を主 張す るに対 して,仏 教 はよ

り本質 的 な不殺生 の理念 を追 求 して い る.後 にこ うした不殺生 の精神 は,四 無量

とい う形 で禅定 の対象 にな る と考 え られ る.

〈3>四 無 量 の 修 習 構 造 と功 徳

初 期仏教資料 のなかで は慈無 量のみが単独 に説か れ るこ とが多 い.と くにス ッ

タニパー タの 『慈経』(No.149-150)の な かで説 かれ る慈無量 の修 習順 をみ る と,生

き物 や世間,そ して あ らゆ る方 向 に向けて限 りな く慈 しみの こころを起 こして い
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く とい う.す なわ ち,四 無量 の観想法 は初期 か ら定型化 していた ことが わか る.

そ の修習法 が よ り具体 的に整 備 され るのは後の 『清浄道 論』第九 品梵住 の解釈 で

あ ろ う.同 品では,四 無量 の各 支分 ご とに修 習 の対象 と修 習順 を詳細 にわ けて説

明 してい る.

まず,四 無 量 におけ る所縁(対 象)と その順 にっいて み ると,慈 と悲 とは各 々

自己→愛者→無 関係 者→怨敵 の順 に,喜 は愛 者→無関係者 →怨敵 の順 に,そ して

捨 の場合 は無関係者 →愛者→ 怨敵の順 に観想 を行 う.そ して,所 縁 にな らざるも

の として は,異 性 と死者 をあげ る.そ の理 由 は,異 性 に対 す る慈修習 は貧 心 を起

こすた めで あ り,死 者 の場合 は安止 も近行 も絶対 に得 るこ とがで きないか らだ と

い う.

これ らの段 階を経て禅心 は得 られ るが,同 品で は と くに怨敵 に対 す る修 習 につ

いて十段階 にわ けて詳細 に説明 している.そ れを簡略示 してみ ると次 のよ うで ある.

第一段階,前 の対象の何れかに対 して屡々慈を行う.

第二段階 讐喩の教訓を髄念する.

第三段階,怨 敵における身 ・口・意正行の寂静 と遍静なることを髄念する.す なわち,怨

敵に身 ・口・意のうち何れかの正行でもあれば,そ れを髄念する.こ のうち,一 つももっ

ていない怨敵には,「 た とえ彼は今,人 間界にいるけれ ども,い つかは八大獄 ・十大小獄

に落ちる」 と悲心を起 こす.

第四段階,葱 怒がい.J'に無駄なことかを考える.

第五段階,自 己と他人とが業を所有 していることを観察する.

第六段階,世 尊:の宿行の徳を髄念する.

第七段階 無窮の輪廻を観察する.

第八段階,世 尊の教えた慈の功徳を観察する.

第九段階,界 の簡別をなす.い ったい怨敵の何 に対して怒っているのかを観察する.

第十段階,自 己の所有物を他人にあげたり,他 人の所有物をもらった りする.

こ こで興味 をひ くのは,最 後 には布施 を もつて観想 を完成す る とい うこ とであ

る.こ の ことに よって怨敵 に対す る害意 は一向 に消滅 し,さ らに相 手が過去世 以

来 〔自分 に対 して〕抱 いて きた忽怒 もその刹那 に消滅す る とい う.(Visuddhimagga,

p.306).

この よ うに して平等心 を得 る と,自 己 ・愛者 ・極愛者 ・無関係者 ・怨敵 とい う

限界 を破 り,こ れ と同時 に修 行者 は近行 定を得 る.続 いて その三昧 の相 を習 い多

作 しつつ ある者 は,容 易 に安止定 を得,は じめて慈倶 の初禅 に達 す るので あ る.
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さらに,同 品ではこうした慈修習によつて十一種類の功徳が得 られるとい う.

すなわち,① 安楽 に眠る,② 安楽に起 きる,③ 悪夢 を見 ない,④ 人々に愛 され

る,⑤ 諸の非人に愛 される,⑥ 諸天に護 られる,⑦ 火に焼けず毒 に中 らず刀に害

されない,⑧ 速やかに心が等持する,⑨ 顔色が秀麗 になる,⑩ 昏昧な らずに命終

する,⑪ 梵天界に生まれる,と い う.

また,『清浄道論』によると,捨 の修習によってはじめて第四禅に到達するが,

それは必ず前三梵住を修習 してからでなけれぼならないというが,こ こで注 目し

たいのは,こ の慈 ・悲 ・喜→捨 というそれ自体が禅定の構造になるということで

ある.言 い換えれぼ,四 無量 とは,そ れ自体が禅の業処 としての慈 ・悲 ・喜 とそ

れらによって到達された境地 としての捨 という禅の構造を示しているのである.

む す び に

以上,四 無量を禅定 との関わりを中心に考察 してみた.こ こでわかるのは,初

期仏教における禅修習の特徴である.す なわち,禅 というのは貧 ・瞑 ・痴三毒が

止滅 した状態であって,こ れ らを制するには各々異なつた修習法が用いられる.

中でも四無量 は瞑の止滅 に有効な禅定法にして,そ の趣 旨は生き物への慈 しみ ・

憐れみ ・喜びという生命の関心を通 して禅定の頂点に到達するということである.

なお,『清浄道論』における四無量の修習次第で注 目すべきことは,瞑 を消滅 させ

るための最終的な修習手段 として布施をあげていることである.布 施によって自

分の瞑心はもとより,相 手の抱いてきた怨恨 も消滅するというが,こ れはまさに

四無量によって自他共に禅を得 るとい うにほかならない.

結局,仏 教の禅定 とは元々生命への愛を基盤にしており,生 き物同士の幸せを

願い,そ れが成就 されることをもってはじめて理想の境地(禅)も 得 られるとい

うことであろう.

〈キーワード〉metta,karuna,jhana,四 禅

(東国大学 ・威徳大学校非常勤講師)
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